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マノレゼノレブと出版統制 (6・完) ー 一 木崎喜代治 14 
19世紀末ナショナノレ金銭登録機会社における
職能別部門管理の形成 ・・・・ー ーー 斎藤雅通 ぉ
フランス電力 (EDF)における
資本供与金制度の成立 ー ー 藤井秀樹白
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21) 蛤川 [11J169". 
22) 蝿JI[11J 144-145頁， 134頁@
23) 内海 [03]160:頁，
24) ここでいうドイツ系統計学とは，もっぱら統計調査書の立場から統計調査〔方法〉論主主題と
する統計理請をさす。 G マイヤ (実質科学事tをとる)を代表者乏し，今世紀に入って F ジ
ジェツク. p フラスケシパー (社会科学方法論説をとる〉に継草される。このドイツ社会統
言戸詳の展開過程に関しては有田氏の研究 [OIJを参照されたい.










































































































































44) 内海 [03)75買， BOJ{， 
45) 蝿川 (11)122頁。
























46) 大橋 (04)83_84買，内海 [03)189瓦 226頁。
47) 是永 [07J47頁，
48) 内海 (03)235買.

























































































































地川統計学と真実性批判一序論 (209) 97 
過程とそ白誤り
II.間接的調査 Hし直接的一部調査
第 1形態 第3形態 第4形態 標本調査(国民企業の届出) (私的企業からのヂ) (国家財匝・公的)
申告にもとづく -業務責材によ 企業会計記晶 (無作':.v有意)












報告・組織系統の 原則として必要 報告・組織系統的 (4)に同じ
編成 キ緬成
不要 場合による 不安 (5)に同じ
不要 場合による 不要 (6)に同じ





下位行政単位へ調 不安 不要 場合による
査票の配布
表式調査，転記 原則として任意申 経常的記録と決算 日目に|司じ
止口
(白計式，郵送法)
(12)に同じ (1司に同じ 会計検査による (I~に同じ
。却に同じ 仰に同じ 会計織検内査デによる 日司に同じ
。唱に同ヒ (1暗に同じ 最古1 ータシス (I~に同じ
アム
(15)に同じ (15)に同じ (:則として守) 分類・推計定分類に従
(16)司に同じ (l自に同じ (l曲に同じ (1時に同じ
(1に同ヒ (1由に同じ 報告書の作成 (I司に同じ
第 2 義 統 計 第l義「標本統計」
聖子村 (04).各氏の研究を参考にしτ作成した

















































































61) 0 そルゲソシュテノレγは， r統計をなやます誤差の性格を正確に知らないときには， この未
知のものの効果が相殺されるような形で，相Eに関連し合っているなどと想定してはならないJ
CMorgenstern (16)邦訳58頁〕と述べている.


















































64) CyCJlOB (17J CTp. 242. 
65) γュトレッヵ-[15) 15瓦.
66) 日日スースロフは， i指標形成のミメカニスムの分解ミの過程において誤差を樟出すること
はきわbて困難であるg 統計家はζのよう立コ γ トロー ルを行いつつも，ほとんどの場合に誤差
の存在を仮定することしかできないJ CCyCJlOB (17)町 p.217) Ic述べている.


































(01) 有田正三 w社会統計学研究』ミネルヴァ書房， 1963年。
(02) 上杉正一郎 w経済学と統計〈改訂新版)~青木書庖， 1974年。
(03) 内海車一郎， r社会統計学の若本問題』北大図書刊行会， 1975年。
(041 大橋隆憲野村良樹， W，統計学総論〈上H 有信堂， 1963年。
(05) 大屋祐雪，統計調査論における時川虎三 I経済学研究J1967年 No. %" 
151~181頁。
(06) 大屋祐雪，わが国の統~I事情(1)，(2)， (3) I唯物史観J1966年 No.3， 1967年，




正09) 友安亮一 w統計調査総論』第1法規， 1975年。
(10) 峰)1虎三，統計の解説，批判，解析， I経済論叢J1930年， No. 2， 96.，108頁o
(11) 憾川虎三 r統計利用に!J';、円る基み問題』岩波書眉， 1932年。
(12) 姥川虎三 w統計学概論』岩波書庖. 1934年。
(13) 野沢E徳，経済統計論の対象と性質 I経済論叢J1975年 No.え 113~143 
頁。
日41 横倉弘行， w経済学と数量的方法』青木書庖， 1978年。
(15) シュトレッカ ， H.，統計調査における誤差〔上)， (下)， (足利末男訳J I農
林統計調査J1977年， No. 9， 13~22頁， NO.l止 14，...19頁。
(1"6) Morgenstern 0.， On the Accw'acy of Eco7/.omic Obse向車田町， princeton 
Univ. Press， 1963. (浜崎敬治， 山下邦男， 是永純弘訳『経済観測の科学』法政
大学出版局 1968年〕。
(17) CyCJIOB 1. TI.， OC，印刷 m即 pUlιdOCm08ep1tOCmucmamuctiu四回叫xnOTCa. 
3ame.lei1， {HaYKa}， 1979 
